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サンコールグループ
企業理念

企業の基本理念
（CORPORATE MIND IN MIND）

わたしたちは 技術集約型精密製品の創造 をビジネステーマとし

社会に対し 創り出す製品に込めた知恵と品質の提供
を存在意義と感じ

人々の心に強く印象づけられる企業文化、

国際性、技術力を持つ企業になること を目標とします

そしてわたしたちは

公徳優先 人間尊重 均衡経営 国際感覚 市場先取 を企業指針

挑戦心を大切に 気配りを忘れず 感性豊かに
（CHALLENGE） （CARE） （SENSIBILlTY）

公正に 幅広い視野で 創造的に ルールを守って
（FAIRNESS） （FLEXIBILlTY） （CREATIVITY） （RULE）

和によるチームプレイ を行動指針と定め

（COOPERATION）

わたしたちに関わる人々に対して

相互利益につながるハイパフォーマンス をお約束します

そしてとりわけ

ユーザーに対して/適価・適質・適機の三適

仕入先に対して/フェアな門戸開放と安定した取引

企業構成員に対して/公正な能力評価と誇りを感じる

企業となること

株主に対して/堅実経営と安定配当

地域に対して/よき隣人になること をお約束します
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経営理念
TECHNO PROGRESS ＆ CREATIVE CHANGE

『技翔』とは、技術を飛翔させていくこと
・・・特異な技術無くして、SUNCALLは存在し得ない

『創変』とは、変化を自分で作りだして行くこと
・・・世の中の変化についていくのではなく、変化をリード創
造していく



ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）への貢献
2015年9月の国連サミットにおいて「持続可能な開発目標 (Sustainable Development Goals: SDGs) 

が全会一致で採択されました。2030年を達成期限とするSDGsは、よりよい国際社会の実現を目指して2000
年に採択されたミレニアム開発目標 (Millennium Development Goals: MDGs) の成果を土台としながら、
新興国だけではなく先進国などあらゆる国と地域が、貧困や不平等、教育、環境などに関する17の国際目標と
169のターゲット（232の指標）達成を目指すものです。

サンコールグループは、「企業の基本理念（CORPORATE MIND IN MIND）」に掲げる考えのもと、お客様
のニーズに対応した製品とサービス、開発を通じた新たな製品の創出と健全な事業活動の遂行が、CSR（社会
的責任）の基本となると捉え、グループ全体で活動を推進しています。

サンコールグループは、環境に配慮した生産ライン（鉛レス流動層による熱処理設備やピックリングライン洗滌）
をいち早く導入し、自動車部品の生産ではEV化に伴う部品の創造・製造、またサンコールグループの開発商品で
は、医療分野（歩行支援ロボットの開発への参画及び生産）や地域環境の改善支援（竹害対策としてCO2
の排出を減少させた竹炭製造工法）などの事業を展開しています。

SDGsの掲げる17の目標に対して、これらの事業活動を通じて貢献して参りたいと考えています。

同時に、ISO14001推進活動を通じて、サンコールグループの事業活動が地球環境と人間社会にもたらすさま
ざまな影響とリスクを継続的に評価し、影響をマネジメントするとともに、適切な情報開示を行います。

この他、サンコールグループの技術、製品、サービスや、さまざまなパートナーシップを通じ、SDGsへの貢献を目指
しています。
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ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）への支持

サンコールグループは、
持続可能な開発目標

（SDGs）
を支持しています
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サステナビリティ経営
 サンコールグループ企業理念に基づくサステナビリティ経営の推進は、お客様や社会にとって、かけがえ

のない存在となるよう、社会課題の解決に挑み、新しい価値を創造し続けることにつながります。

 サステナビリティ経営のフレームワークの中で、事業を通じた環境・社会への貢献と持続的成⾧を追求
し、事業ポートフォリオの再構築と事業マネジメントの強化を図ります。
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素材加工コア技術

線材加工･電子部品
生産技術

新製品開発

【事業継続性】

環境への配慮
CO2排出量削減

グリーン調達
サプライチェーン管理

企業統治
コンプライアンス遵守

内部統制
適切な情報開示(ESG)

ガバナンス強化

再生可能エネルギーの導入
カーボンニュートラルに向けた

取り組み

地域社会への配慮
社外清掃

人への配慮
労働環境改善

人権尊重
女性登用促進
ジェンダー平等

【生物多様性】

維持・拡大

開発・新製品創出
社会貢献

課題解決・未来創造

基盤



サンコールグループ・サステナビリティ推進基本方針

地球環境
地球環境に配慮した製品開発・製造により、環境負荷の低減に貢献します。
事業活動における環境負荷を低減します。

社 会

当社事業活動に関連するすべてのステークホルダーの人権に配慮した事業活動を推進します。
社会からの声に十分に耳を傾け、事業活動に反映させることで強固な信頼関係を構築します。
技術開発とその応用により課題解決を図り、お客様からの信頼を獲得します。
パートナーに対して最新状況把握に努めると共に、当社のサステナビリティに対する考え方への理
解を求め、フェアな門戸開放と安定した取引を行い、持続可能なバリューチェーンの構築を目指
します。
安心できる生活環境を支援する製品・サービスを提供します。

社 員

一人ひとりの人権および個性や働き方を尊重します。
公正な能力評価と誇りを感じる企業となることを推進し、社員自らが考え行動できる人材の育
成に努めます。
一人ひとりが持つ能力を最大限に発揮できる、職場環境づくりを目指します。

企業経営
株主に対してIR活動の充実を図り、適正な情報開示に努めます。
法令や社会規範を遵守し、ステークホルダーと適切な協働に努めます。

当社は、“基本理念” に則り、「サンコールグループ・サステナビリティ推進基本方針」を定め、サステナビリティを経
営課題の一つとして組織的・体系的に行動します。

当社グループが優先的に解決すべきマテリアリティ（重要課題）を特定し、「経営計画」に落とし込み、各事業
活動を通じて課題解決に向けて取り組むことで、持続可能な開発目標（SDGs）の達成に貢献します。
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サステナビリティ推進体制

社⾧執行役員を委員⾧とし、取締
役を含む経営メンバーから構成される
サステナビリティ委員会で、“サンコール
グループ・サステナビリティ推進基本方
針”を掲げ、「マテリアリティ（重要課
題）」の解決に向けて取り組んでいま
す。

サステナビリティ委員会で検討された
マテリアリティを含む基本方針について
は、経営会議・取締役会で承認の上、
各部門の課題に展開し、解決に向け
て進めています。
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経営会議

取締役会

サステナビリティ委員会
委員⾧:社⾧執行役員
メンバー:取締役、執行役員、本部⾧、部門⾧
内容 :サステナビリティに関する方針・施策の検討と推進



地球環境

社会

サンコール

グループ

企業
経営

社員

マテリアリティ（重要課題）の考え方
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温暖化防止
CO2削減(脱炭素化)

EV化に寄与
資源循環に寄与

コーポレートガバナンス・IR
コンプライアンス

リスクマネジメント
サステナビリティ経営

情報セキュリティ

地域共存
エコ活動推進

CSR調達・グリーン調達

企画・研究・開発
要求事項への対応

課題解決

人権尊重
人材育成

最適職場環境づくり
安全・健康

多様な働き方
ダイバーシティ

コミュニケーション
パートナーシップ

歩行支援ロボット提供

住み良い社会の実現をサポート

企業活動を通じて人と暮らしを守る

我々にできることを創出

E

S

G

パートナー

お客様



マテリアリティ（重要課題）

サンコールグループ
のマテリアリティ

当社取り組み
SDGsとの
関連性

生
物
多
様
性

事
業
継
続
性

価値創
造に繋が
るマテリア
リティ

気候変動への対応 ・資源循環対応、環境に配慮したモノづくり
・技術の開発・応用による課題の解決
EV製品、竹炭応用品の開発・提供によるCNへの貢献
環境負荷を低減する製造ラインの採用

安心できる社会生活
への貢献

・当社製品における自動車事故時のリスク低減
・社会とのコミュニケーションの促進、地域との共存
・すべてのステークホルダーの人権に配慮した事業活動を推進

高齢化社会への貢献 ・歩行支援ロボット等を通じた人生100年時代の貢献

事業継
続の基盤
のための
マテリアリ
ティ

多様な人材の登用 ・多様な人材が活躍できる環境の提供
（ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ&ｲﾝｸﾙｰｼﾞｮﾝ）
・2022年度中に「くるみん」の採用を目指す

人権の尊重 ・各国の労働環境整備
・柔軟な発想や高い知識・技術・技能をもつ人材の育成
・働きがいのある最適職場環境作りを実践

持続的成長を支える
企業経営の実現

・コーポレートガバナンスの充実
・コンプライアンス・リスクマネジメントの徹底
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サステナビリティ経営をより効果的に推進するため、⾧期的な視点で様々な社会課題の中から、
経営資源を重点的に投入する対象を特定
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